
緒　　　　　言

AIDS（Acquired immunodeficiency syndrome）と

は，レトロウイルスである HIV（Human immunode-

ficiency virus）が感染することによって発生する重症の

免疫不全症である．ウイルス感染した後にすぐに発症す

るわけではなく，発症するまでに長い無症候の時期がみ

られ，その後 AIDS が発症する．

本稿では，HIV の診断，治療について，さらに妊娠中

における HIV 感染とその問題点について概説する．

HIV と AIDS

HIV ウイルスには１型と２型があることが知られて

いる．このうち，人間の間で広まっているのは HIV１

型である．元来，HIV１型は，チンパンジーのウイルス

であったが，１９００年ごろ，ヒトへと感染したことがわ
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　要旨：AIDS は，HIV 感染によって発症する重症免疫不全疾患である．その感染者は，世界的に増加傾

向にあり，日本においても，感染者・患者数は年々増加している．AIDS は予防できる疾患であり，その

治療法も確立されているものの，AIDS 患者に対する差別の問題など社会的問題が根深く残っている．成

人女性の患者の場合，妊娠や出産は可能であり，母子感染を防ぐために，母児への抗ウイルス療法，選択

的帝王切開による分娩，断乳などの対策がとられている．
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